



















































































































































































































 （7） 名取市 HP　http://www.city.natori.miyagi.jp/soshiki/kyouiku/node_28152/node_1952/node_4030/node_2341











































































2ヶ銘の官林は、松の単純林で、本数は合計 3万 9,700本（直径 1尺未満 2万 22,000本、

















記載があり、北釜の海岸林を指すものとみられるが、その規模は東西 13町 24間 3尺（約
1,461メートル）、南北 1.5町（約 163.5メートル）、反別 24町 1段 1畝 5歩と記されている。
『官林原表』と比べると、面積は半分以下であるが、植栽場所の測定の仕方が異なるもの
かもしれない。 














告では、平均反当収量は県全体で 1斗 8升のところ、名取郡は僅かに 2升 1合であり、下




















展開された（岡本 2016 : 298-302）。名取郡下増田村では、村長阿刀田義潮が村議会に諮り、
「下増田字須賀」にマツ 30万本の植林を決定したことが、翌 1916年（大正 5）4月 1日、
広浦の東岸に建てられた「大正天皇即位記念植樹碑」により知られる（11）。
石碑の今泉彪の撰文によれば、およそ 36町 8反歩（36ヘクタール）の土地に約 1,600


















































の後 2年間、恐慌が蔓延し不況が続いた。さらに 1931年（同 6）と 34年（同 9）の二度
にわたり、東北の農村は激しい冷害凶作に見舞われ、農産物の価格の下落により負債が累
増した自作農の中には、土地を手放す者が現れ、小作人や零細農民の暮らしは困窮化を極
めた（岩本 1994 : 76-90）。こうしたなかで 1932年、臨時国会が開かれ、時局匡救事業と
して救農土木事業が策定され、「海岸砂防造林奨励事業」が取り上げられたのである（宮













12）から 1939年（同 14）度に「第 17号施行地」、1941年（同 16）から 1942年（同 17）





















































されたこの松林は、約 30年が経過した 1937年（昭和 12）には鬱蒼とした 20町余もの森となっていた。お
そらく松葉が冬場の暖房の焚き付けなどに供されていたものとみられるが、陸軍飛行場の着工に伴い、強
制買収されて伐採され、2年後の 1939年に跡地は飛行場の土取場と化した（星 2004）。










年（昭和 12）から 39年（昭和 14）度まで、3ケ年にわたり「災害防止防潮林造成事業」「海
岸砂防林造成事業」として計画された第 17号施業地について、設計文書を分析し、特徴
を捉えたい。






ルであり、初年度の 1937年度は堆砂垣 3,000メートルの設置と植栽 2ヘクタール、翌




















































本である。このうち初年度に全体の 3分の 1、3年目に 3分の 2が植え付けつけられるが、
3年目に全体の 5分の 1の捕植が見込まれていることは、植栽苗の活着率を 8割とみなし
ていたことになる。
主木のクロマツは、初年度は播種の翌年の苗木である 2年生苗を用いるが、3年目は 3












葭簀 1,500枚 900枚 265枚 幅 1 m、長 2 m、4か所編、大葭使用
杭木 2,100本 1,260本 371本 松丸太末口太 8 cm、長 1.5 m、約 1.5 m毎に 1本
若竹 6,000本 3,600本 1,060本 40本 1束のもの、1本 3 m以上、3段結束分
十八番亜鉛引針金 90 kg 54 kg 15.9 kg 垣結束用、垣 1 mに付き 12 mを見込、1 kg長さ 100 m
工築人夫 150人 90人 26.5人 1人 1日 20 m（単価 80銭）




新植 2 ha 新植 4 ha 補植 6 ha
数量 数量 数量
黒松 10,000本 20,000本 6,000本 2年生／ 3年生
ニセアカシヤ 2,000本 4.000本 1,200本 1年生
埋藁 12,000把 24,000把 苗木 1本当り 1把
立藁 12,000把 24,000把 同上
敷藁 24,000把 48,000把 7,200把 苗木 1本当り 2把／苗木 1本当り 1把
堆肥 6,000 kg 12.000 kg 苗木 1本当り 0.5 kg
魚肥 120 kg 240 kg 72 kg 苗木 1本当り 10 g
風除垣麦藁 12,000把 24,000把 1 ha当り 600 m　1 m毎に 10把
杭木 680本 1,360本 1 ha当り同　1 m毎に 1本
若竹 400本 800本 1 ha当り同上　若竹 3寸廻
二十番亜鉛引針金 6 kg 12 kg 垣 1 ha当り 600 mの割　1 kgにて 200 m
藁止縄 12,000 m 24,000 m 苗木 1本当り 1m
藁止竹串 24,000本 48,000本 苗木 1本当り 2本
穴掘及埋藁人夫 60人 120人 男夫 1人 1日 200本分
堆肥施肥人夫 12人 24人 女夫 1人 1日 1,000本分
魚肥施肥人夫 4人 8人 6人 女夫 1人 1日 3,000本分／男夫 1人 1日当り 1,200本
土運搬 120 m3 240 m3 1 ha当り 60 m3の割　1 m3 100本の距離平均 3 km
土入人夫 20人 40人 男夫 1人 1日 600本分
植付人夫 40人 80人 24人 男夫 1人 1日 300本
敷藁人夫 24人 48人 12人 女夫 1人 1日 500本／男夫 1人 1日 600本
竹串縄止人夫 24人 48人 男夫 1人 1日 500本
垣造人夫 30人 60人 1人 1日 40 m　1 haに付き 600 mの割
小運搬人夫 32人 64人 6人 藁杭其他材料小運搬 1 ha当り 16人/男夫 1人 1日当り 1 ha
手入人夫 24人 男夫 1人 1日当り 0.25 ha
＊出典 :『昭和 14年　山林　林業奨励　永年』（宮城県公文書館所蔵）














































計画された第 36号施業地（11 ha）の残地であり、広浦の入江に近い一帯に 1ヘクタール
の新植のほか、2ヘクタールの捕植が行われ、これに伴い堆砂垣 570メートルが設けられ
たほか、古い堆砂垣 100メートルの補修が行われた。1948年（昭和 23）から 53年までの
5年間については、後述するように、「愛林碑」の撰文により、台林の海岸林の補植を中
心に実施されたものと考えられる。これに対して 1954年（同 29）以降、1960年（同 35）
















































出典 :  『昭和 20～24年治山課　海岸砂地造林事業』　『昭和 29年治山課　海岸砂地造林事業』　『昭和 30年治山課　
海岸砂地造林事業』　『昭和 31年治山課　海岸砂地造林事業』　『昭和 32年治山課　海岸砂地造林事業』　『昭




































































　内訳　杭打（1人 1日 25本） （0.80人）




　　材料小運搬（運搬距離 400 m） （0.30人）
盛土・整形一式 1 m3当り 0.13人 （39人）
砂草採取及小運搬 1人 1日 20 m2 （20人）
砂草植栽　1人 1日 40 m2 （10人）
杭削杭打　1日 66.7本 （1人） （1人）
簀立仕上　1人 1日 25 m/28.5 m （4人） （3.5人）
小運搬及簀立手伝人夫 （0.55人） （0.5人）









ワラ小運搬 100 kg当り 0.11人 （9.9人）
客土小運搬 1 m3当り 0.67人 （24.12人）
























































クロマツ（2年生 18 cm以上）⑤ 6,000本 6,000本（10本当り 32円）
19,200円
ワラ（1把 0.375 kg） 9,000 kg 9,000 kg（10 kg　45円）
40,500円
肥料（N6P4K3（1叺 37.5 kg）） 6叺 6叺（単価 950円）
5,700円
客土（粘質壌土　馬車運搬） 36 m3⑤ 36 m3（単価 450円）
16,200円
竹（丁張用）　 70本 70本（単価 10円）700円
縄（同上）　 10玉 10玉（単価 150円）1,500円
畚（客土小運搬用） 10枚 10枚（単価 60円）600円
叺（苗木入用） 10枚 10枚（単価 50円）500円
①　杭間隔 0.5 m、編高 0.7 m　②　ハマニンニク　長 0.25 m以上、地際 0.005 m以上　1 m2に付き 28株植





































北釜の住民の畑で苗づくりも開始されていた（宮城県治山林道協会 1995 : 33）。植林事業
の総仕上げは、県と地元の協働によって、道がひらかれたのである。
（2）　「愛林碑」に刻まれた植林事業
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